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まえがき

研究集会「独立性と従属性の数理一函数解析学の視点から $-$ 」 において、独
立性と従属性の概念をキーワードに数学・数理科学のいろいろな分野 (物理的な
システムから、社会的なシステムまで) の研究者の参加を得て、そこでの講演
と討論を通じて有意義な異分野交流が実現することができました。 具体的には、
グラフの構造と独立性概念の関係、独立性概念に結びついたキュムラント概念
の一般化など、非可換確率論における独立性概念の意味を模索する試みや、 ま
た、 ミクロマクロ双対性の観点からみた独立性の意味づけ、 自由確率論におけ
る相互情報量の漸近的表現、非可換系に対するエントロピー概念の定式化、 ト
レース不等式と情報量など、数理物理における独立性概念の重要性を示唆する
講演や、 更には、 非加法的測度、不動点定理、独立成分分析と独立性概念の関
係など幅広い話題が議論されました。 この研究集会の講演をまとめたこの講究
録が、 いろいろな分野の間の相互交流のきっかけとなることを願っています。
この研究集会に参加された皆さんと、京都大学数理解析研究所に感謝いたし

ます。

尉木尚丈
研究代表者村木尚文
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